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※革ケース（オプション品）
　ベルトに取付け可能
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 各種販売商品

その他、必要な商品がありましたらお手数ですが
お求めの型番をご指定のうえお問い合わせをお願いいたします。

■スモークテスター
　（別売）発煙管

■スモークジェネレーター

養生の確認などの際、気流の流れを
視認して点検することが出来ます。

空気の流れを白煙で可視化

 スモークジェネレーター
型　　式 SG-1

外形寸法 35（D）× 35（W）× 185（H）mm

重　　量 110g（乾電池除く）

電　　源 単三形アルカリ乾電池 4 本

使用回数 1000 回程度（1 秒程度の白煙を行った場合）

セット内容 本体、カートリッジ 1 個、
単三形アルカリ乾電池 4 本

発生液成分 プロピレングリコール、グリセリン

（別売）発煙管

HEPA フィルター付 真空掃除機利用
マクトルガイドカバー

塗膜剥がし専用カップホイール  ※膜厚によって各種からお選びください。

HEPA フィルター付
充電式背負い集塵機

HEPAフィルター搭載の背負い式掃
除機。手元のリモコンで操作可能。
各種アタッチメントを使用することで
様々な充電工具との接続が可能です。

●コンクリート穴あけ

●コンクリート研削 ●ボード角穴あけ

■仕様
型式  VC260DZSP
電源  ﾏｷﾀ製ﾘﾁｳﾑｲｵﾝﾊﾞｯﾃﾘ使用
重量  約4.3kg（ﾊﾞｯﾃﾘBL1850×2本取付時）
寸法  L230×W152×H373mm

集塵機

集塵機ホース

HEPA フィルター付 
真空掃除機利用

集塵パッド

粉塵の飛散を防止。屈曲
性と吸着性に優れており、
壁面・天井への取付可能。
集塵パッド用プレートは
位置決めガイドとしても
使用可能。

レンタル / 販売等、商品により取扱が異なります。ご確認ください

●小型軽量・操作が簡単（ボタンを押すだけで白煙が発生）
●カートリッジ式で薬液注入のわずらわしさを解消！
●液漏れ防止構造　●白煙量の調整が可能
●オートモードで白煙の連続可能、方向も自由自在
●有害性、腐食性、刺激性がない（安全性を考慮した白煙）

日立　
DH18DBDL

マキタ　
HR244DRGXV

ヒルティ　TE 
6-A36 DRS

HEPA フィルター付 
集塵システム付充電式ハンマドリル

販売のみの
取り扱い

販売のみの
取り扱い



 表示・掲示

※自治体により様
式が異なることが
ござ います 。内 容
等につきましては
予め所轄の自治体
へご確認ください。

■324-62A

■822-92A

 石綿作業一括標識  立看板など

■アスベスト-1

■喫煙・飲食禁止
　324-53A

■立入禁止
　324-64

■338-17

※除去した石綿等は特別管理産業
廃棄物として、一定の保管場所を
定めて常時管理下においておく必
要があります。

■324-50

石綿等を取扱う作業場では石綿の
危険性や正しい対処方法、適正な保護具に
ついての掲示が義務付けられています。

◆450×600×1ｍｍ厚

■324-66B

事前調査の結果を掲示する必要が
あります。

◆450×500×1ｍｍ厚

■356-37A
石綿作業主任者を選任し、作業主任者の
職務や氏名を掲示しなければなりません。

◆500×400×1ｍｍ厚

■324-54B

飛散する恐れのある石綿含有製
品を使用した建物の解体のとき。

◆600×900×1.2ｍｍ厚
■324-55B

◆600×900×1.2ｍｍ厚
石綿含有製品を使用した建物の
解体のとき。

■324-56A
◆600×900×1.2ｍｍ厚

石綿含有製品を使用していない
建物の解体のとき。

Sanwa Renotech

1.6KVA
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■小型発電機 ■下地処理機■洗浄機

 建設機械各種も取り扱っております！

タフポリッシャライナックス（K-30EN）

ストロングペッカー

2.8KVA

3.0KVA

150K

200K

350K

研た



本　　　  社　〒 551-0033  大阪市大正区北恩加島 1 丁目 17 番 4 号　E-mail：info@sanwa-renotech.com

関東営業所     〒 143-0021  東 京 都 大 田 区 北 馬 込 2 丁目 43 番 5 号

TEL.06-6551-0024　FAX.06-6554-1057

TEL.03-6410-7395　FAX.03-6410-7396

ホームページ　「アスベストサンワ」で検索できます。

アスベスト　サンワ
http://www.sanwa-renotech.com現 場 に 技 術 を つ な ぐ エ ン ジ ニ ア リ ン グ　 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

検索

サンワ瓦版（お得な記事満載のマガジン） Vol.22

サンワ・リノテックがお届けするお得な記事満載の情報紙。
きっとお役に立ちます。

（裏面に続く）

　弊社は昭和36年4月に創業し、石綿処理は30年の実績を持って

います。建築物をはじめ、過去には青函連絡船の除去処理を手掛

けたこともあります。平成20年には超高圧水を使って煙突内の石

綿含有断熱材を除去処理する「建設技術審査証明書」を取得しま

した

　平成18年9月施工の労働安全衛生法施工令によって、重量の0.1

％を超えて石綿を含有する全ての製品の使用が禁止されました。

それ以前に建築物の内外装仕上げとして使用された石綿含有建

築用仕上塗材については、改修・解体工事における石綿粉じん飛散

防止処理技術に関して、私の記憶では一切なかったと思っていま

す。しかし弊社は平成23年には青森県内の某建築物解体工事に伴

い、元請受注業者と発注者へ建築仕上塗材をアスベスト含有建材

として処理するよう進言し、超高圧水による切削洗浄除去処理を実

施し完工しています。

　さて平成26年に日本建築仕上材工業会と建築研究所は共同研

究を実施し、平成28年4月に「建築物の改修・解体時における石綿

含有建築用仕上塗材からの石綿粉じん飛散防止処理技術指針」を

作成しました。

　この指針は民間で作ったもので強制力はないが、業者はその指

針を参考にし、監督庁や担当の役所と相談して施工計画を立て、除

去工事を実施してくださいとの見解でした。

　厚生労働省は平成29年３月に、建築物等の解体等の作業者及び

労働者が石綿等に暴露するおそれがある建築物等における業務

での労働者の石綿ばく露防止に関する技術上の指針に基づく「石

綿飛散漏洩防止対策徹底マニュアル[２．03版]を[２．10版]」に改訂し

ました。

　現状では国のはっきりしたマニュアルやガイドラインはありませ

ん。しかし日本建築仕上材工業会が作成した指針のやり方で処理

をやりなさいという通達を出しています。工業会の指針はそれな

りの重みがあると思います。聞くところでは厚生労働省でも指針

ややり方を明示しようと動いているということです。

　今後は平成18年に施行された労働安全衛生法施行令以前に使

われた石綿含有仕上材の改修・解体が急増してくると予想されて

います。そういう意味で今回の講演会は意義深いものがあったと

思います。

　弊社は未来のために適切な石綿除去が必要だと考えています。

そのためには石綿粉じんの発生源を絶つことが重要です。アスベ

ストの被害を少なくするには元を断つことに尽きます。なおかつ安

全にです。

　これからの石綿問題は、社会的な公害問題として発展していく

ことが懸念されます。環境省は、建設現場で仕事をしたこともない

のに病院等で中皮腫が判明した場合、（独）環境再生保全機構へ救

済給付調整金の申請書を出して認められれば、石綿健康被害給付

金等を出しており、すごい人数が申請しています。適切な石綿処理

を行わなければその数はだんだん増えてくるかも知れません。そ

れを阻止するには石綿粉じんを大気に出さないきちんとした除去

処理をしなければいけません。

　建築物の内部での石綿除去処理は密封化が容易でしょうけれ

ど、外壁は周辺環境と密に接しています。建築物の外壁と煙突の

石綿処理のマニュアルやガイドラインをきちんとしたものにして

いかなければいつまでも継続的に被害者が発生していくのではな

いでしょうか。

　アスベストに対する労働者の暴露防止と環境保護は弊社の遵守

事項です。少しでも粉塵の少ない方法と適正な保護具等を装着し

て除去処理をするべきだと日々考えています。

　弊社の建築用石綿含有仕上塗材除去システムは「Hi-Jet AAC

工法」と言います。Hi-Jetは超高圧噴射水のことです。AAC工法

はA（アスベスト）A（エアー）C（コントロール）という意味です。

　日本建築仕上材工業会の指針にある「処理工法区分Ⅱ」を基本

とした工法で、隔離をしない工法です。一方、隔離工法の場合はポ

リエチレンシートで密封して、集塵排気装置やエアーシャワーを付

けなければいけません。Hi-Jet AAC工法はその必要がありませ

ん。しかし実際には排気装置を付けて作業をしていますし、作業区

域の頂部より給気をし、下降気流生じさせて換気させることによ

り、粉じん・熱射・多湿・視界等に対する安全を確保しています。です

から日本仕上材工業会の処理工法区分「Ⅱ」よりは同区分Ⅰの方に

株式会社藤林商会
代表取締役　藤林 秀樹様

　今号は、当瓦版の11号でもお話
しをお聞きしました株式会社藤林商
会の藤林社長に再度登場していた
だき、違った観点からその後のアス
ベスト問題に対して語っていただき
ました。

御社は長年石綿処理の事業をやっておられますが、
会社プロフィールについて説明をお願いします。

石綿処理の現場に長年携わってこられた体験から、
石綿処理はどうあるべきだと考えておられますか。

御社の石綿除去方法についてご紹介ください。

昨年、東京と大阪で開催された「改修・解体工事における
石綿含有仕上塗材の処理について」（ＮＰＯ法人湿式仕上
技術センターと日本建築仕上材工業会の共催）の
講演会で処理技術の実例について発表されましたね。

ユ ー ザ ー 様 訪 問

サンワ瓦版（お得な記事満載のマガジン） Vol.14

サンワ・リノテックがお届けするお得な記事満載の情報紙。
きっとお役に立ちます。

立命館大学 政策科学部
博士（政策科学）　
　　教授 森　裕之氏

（裏面に続く）

　前号は「立命館アスベスト研究プロジ
ェクト」の森裕之代表（立命館大学政策
科学部教授）から、アスベスト問題に取り
組んだ経緯、阪神淡路大震災と東日本大
震災のアスベスト対策などについてお伺
いしました。
　今号は石綿健康被害基金の在り方、ア
スベスト除去に携わる作業者への配慮、海
外のアスベスト対策、立命館大学の取り組
み等について意見を話して頂きました。

司会　石綿の被害者に対して国はどのような対応を取ってい
ますか。
森　事業主と自治体でお金を積み立てる「石綿健康被害救済
基金」があります。想定されていたほど被害者が出て来てなく
て医療費、療養手当が使われず、毎年度黒字になっています。
その額がどんどん大きくなってきています。お金が余っていた
ら減らせという声が出てくるでしょう。
　私は減らすべきではないと思います。震災が起こった時にそ
の基金を活用する、あるいは建物を解体する時のチェックの仕
組みに活用する、廃棄物の処理に使って２次被害、３次被害を
防止するなど、そういう工夫を考えるべきだと思います。
司会　今後被害者が増えてくることが予想されます。
森　「石綿健康被害救済基金」が始まってまだ５年しか経って
いません。現状はアスベスト被害者に対して金銭的な援助をす
る救済で、補償ではなく慰謝料的なものは含まれていません。
払われているお金は医療費の自己負担と月１０万円程度の療養
手当です。
　一方「公害健康被害補償法」がありますが、それに比べると
金額がかなり低い。公害健康被害補償法は補償なので慰謝料
的な側面が入っています。補償額も大きい。ただし賃金を基本
にしているので男女間の格差があります。それにしても「石綿
健康被害救済基金」より高額です。
　国の論理は、石綿は全事業主が経済的利益を受けてきたか
らお金を出しなさいという考えです。公害健康被害補償法は、
例えば電力会社や鉄鋼会社が大気を汚染し、それで呼吸器疾
患を引き起こした場合、その因果関係に着目しています。「石
綿健康被害救済基金」をなぜ補償法にしなかったかというと、
因果関係が特定できないという考えです。ところが公害健康
被害補償法は因果関係を明確にしているわけではありません。
鉄鋼、電力、化学などの産業からお金を集めて補償の基金にし
ています。しかし補償は被害のあったエリアの企業のお金だけ
ではなく、全国の企業から集めたお金です。例えば東北にある
電力会社のお金を、関西の特定された地域の被害者の保証金
に当てるのはおかしい。それを考えるとアスベストも一般的な
因果関係性は考え得ると思います。全事業主がお金を出す曖

昧なやり方でなく、もう少し丁寧に見ていかないと業種間の不
公平が出ると思います。
　今後アジアでも同じ問題が起こり得ると思います。現在世
界のアスベストの使用量は昔とほとんど変わっていません。半
分はアジアです。中国、インド、インドネシア、タイ、マレーシア
でたくさん使われています。労働状況は以前の大阪の泉南地
域の工場と同じように劣悪です。アジアで被害が顕在化してく
るのは間違いありません。
　アジア地域に対して日本が経験と技術をどうやって伝えて
いくかが課題です。代替品の開発は高度な技術力が必要です
が、日本は代替品の開発が先行しています。アスベストは建材
に圧倒的に使われ、いずれ解体されますが、アジアは日本より
粗雑ですからサイクルが早い。解体、廃棄の時にどうすれば被
害を未然に防げるのか。また建材をつくっている労働災害を
防ぐのか。必要な情報を住民に伝えるために、国をどのように
動かしていくのか。それらは日本がアジアに果たす役割ではな
いかと思います。
司会　森先生は地方財政学をずっとやってこられていますが、
アスベスト公害問題の補償として「石綿健康被害救済基金」が
あり、黒字分を有効に活用すべきだということですね。ところ
でアスベストを除去している現場を見られたことはありますか。
森　アスベストはないのですがロックウールの吹付材を除去
しているところを見たことはあります。
司会　当社は吹付アスベストを除去する時に、アスベストを外
に出さない負圧集塵機などのレンタルや販売を行っています。
現場で作業者は防護服を着てマスクを着用していますが、
１００％安全ではありません。安全にできる方法はありますか。
森　マスクを安全に装着するのは難しいし、服の取扱いも同
様です。そのために、石綿障害予防規則では特別教育がありま
す。それをきちんと守ることが重要だと思います。
　またアスベストとは何か、そういう基本的な説明があったほ
うがより良いと思います。アスベストの被害を受けるとどうな
るのか。それを理解できれば予防することがいかに大事か伝
わります。そういった教育は絶対必要です。そうなれば、性能
の良いマスクを使わなければいけないし、装着は慎重にしな
ければいけない。集塵機は精度の高いものを使わなければい
けないという意識が高まると思います。いろんな意味の教育
が必要です。それが一
番大事だという気が
します。
司会　当社が発行し
ている「瓦版」はアス
ベストをメインにして、
得意先などに啓蒙、
注意喚起が大事だと 仮置き場での建材処理

ユ ー ザ ー 様 訪 問
サンワ・リノテックがお届けする
お得な記事満載の情報誌。
ホームページから購読できますので、
是非ご一読ください！

下記は最近のオススメ記事です。
きっと貴社のお役に立ちます。

（一社）日本建築センターのアスベスト処理技術等の建設技術審査証明事業メ
ンバーが語る、石綿含有建築用仕上塗材の処理対策。

煙突アスベストの除去に続いて、建築用石綿含有仕上塗材除去システム
「Hi-jet AAC工法」を新たに提案。新しい石綿問題についても積極的に展開。

石綿条約にかかるILO（国際労働機関）国際会議に参画。欧米の基準と比較しながら
石綿問題に取組み、現在は（一社）日本繊維状物質研究協会等の要職を歴任。

《Vol.20》	 建設廃棄物協同組合
　　	 理事長  島田 啓三氏

《Vol.22》 （株）藤林商会
	 代表取締役  藤林 秀樹氏

《Vol.24》  ニチアス（株）
	 顧問 富田 雅行氏

コロナウイルスに対する

「HEPAフィルター付空気清浄機（陰圧対応可）」について
負圧集塵機（負圧除塵機、負圧除塵装置）はHEPAフィルター付空気清浄機（陰圧対応）
として、感染症のパンデミックなどの緊急時には簡易陰圧装置として利用可能です。

新型コロナウイルス（COVID-19）の生存期間はステンレスで48時間、プラ
スチックで72時間と言われていますので、HEPAフィルターで捕捉した状態
で72時間以上静置することで死滅するものと考えられます。 
ただし、ヒトやモノに付着したウイルスを捕捉することは出来ませんので手洗
いや消毒は別途必要になります。

・医療施設における環境感染管理のための CDC ガイドライン
・隔離用の陰圧室，陽圧室に関する施設基準（一般社団法人日本感染症学会）
・ABATEMENT TECHNOLOGIES PURE AIR FOR HEALTHCARE
・ABATEMENT TECHNOLOGIES Healthcare Construction & Facility Maintenance
・感染症法に基づく消毒・滅菌の手引き　
・粒子のろ過のメカニズムについて（金沢大学）

感染症（新型コロナウイルス・インフルエンザ等）対策として、陰陽圧テントや感
染症外来医療機関、高齢者福祉施設等、迅速な対応が求められる際にご利用い
ただくことができます。 また多目的空気清浄機として、既存の部屋（病室・診察
室・廊下などの空間）を陰圧室に変えることができます。

「PREDATOR750」
  最大風量21㎥/分

「ヘパエアーH2KMA」
  最大風量56㎥/分

陰圧 陰圧

ダクト

体調不良の方の隔離室として
簡易の発熱外来・待合室に

HEPAフィルター搭載
負圧集塵機

※室内の換気に加えて空気中のウイルスを捕捉するものであり、ウイルスを殺菌・除去するものではありません。

医療関係施設の他、老健施設、幼稚園、保育園、学校、塾、医療関係施設の他、老健施設、幼稚園、保育園、学校、塾、
飲食店を含む各種店舗やホテル、オフィス内など人が集まる場所の飲食店を含む各種店舗やホテル、オフィス内など人が集まる場所の
感染対策としてもご利用いただけます。感染対策としてもご利用いただけます。

【21.06.3000】

バックナンバーは
こちらから ➡


